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大垣西インターチェンジ周辺土地利用構想 概要版 

 

１ 背景と目的 

大垣西インターチェンジ周辺地区（以下「本地区」という。）は、東海環状自動車道を

はじめ、国道21号、主要地方道大垣環状線が結節するとともに、東海道本線が通り、ＪＲ

荒尾駅が近傍に位置する交通の要衝です。 

今後は、東海環状自動車道の全線開通が予定され、また、現在進められている国道21号

岐大バイパス工事の進捗により、大垣西ＩＣと岐阜各務原ＩＣ間の交通量は、ますます増

加することが見込まれています。 

本構想は、これらの状況を踏まえ、本地区の立地特性を生かし、社会課題の解決と地域

活性化を図るため、民間活力の導入を視野に入れ、必要な土地利用や機能の方向性を探る

ものです。 
 

２ 本地区の特性を生かした土地利用コンセプト 

本地区の現況や地理的特性などを、「交通アクセス」「風土」「災害耐性」の 3つの特性と

して分類し、相関図として表しました。特に、“人の流れ”や“物の流れ”に優れた立地で

あることを踏まえてポテンシャルを定義し、このポテンシャルを引き出し、目指すべき土

地利用のコンセプトを次のとおり設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  土地利用コンセプト ぎふ西美濃の新たなゲートウェイ 

「モノ」が集積し、「ヒト」の交流が生まれ、 
多様な「コト（サービス）」へつながるポテンシャル ポテンシャルを定義 

大 垣 西 I C 周 辺 地 区 の 特 性 に 係 る 相 関 図 
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３ 各種ニーズ調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 土地利用の可能性 

各種調査を踏まえ、分野（切り口）を設定し、各分野の「強み」を生かして、様々な社

会課題の解決を図る土地利用の可能性を検討しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然環境 

➀ ｢水の都」をﾃｰﾏとした施設整備による集客促進 ⇒ 親水広場、ｻｯﾌﾟ体験場、ﾊﾘﾖ学習館 等 

➁ ｢再 ｴ ﾈ×防 災 」 の 取 り 組 み 推 進 ⇒ ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ、大規模ｿｰﾗｰｶｰﾎﾟｰﾄ（道の駅など）、防災井戸 等 

➂ 自然環境資源を活用した周遊観光の促進 ⇒ 周遊ﾊﾞｽﾂｱｰの発着場、ｻｲｸﾙｽﾃｰｼｮﾝ 等 

農  業 

➀ 西美濃農産物の集積・販売・出荷拠点整備 ⇒ 農産物の集出荷施設 等 

➁ 生産から加工、販売・流通までを行う 6 次産業化の促進 ⇒ 6 次産業化を踏まえた生産農園、ｽﾏｰﾄ農場、農産物直売所（道の駅など）等 

➂ 大 垣 産 ﾌﾞ ﾗ ﾝ ﾄ ﾞ農 産 物 の P R 推 進 ⇒ 体験農園、観賞用農園、地産地消ﾚｽﾄﾗﾝ  等 

 
歴史・文化（観光） 

➀ 歴史・文化による体験型観光推進 ⇒ 弥生時代や戦国時代をﾃｰﾏとした体験施設・公園 等 

➁ 周辺地域へ便利にｱｸｾｽできる周遊観光の促進 ⇒ 多様な交通ﾓｰﾄﾞを取り揃えた観光ﾊﾌﾞｽﾃｰｼｮﾝ（道の駅など） 等 

➂ 知的好奇心を満たす学習情報施設 ⇒ 歴史・文化に関する学習館 等 

 
レジャー・スポーツ（観光・健康増進） 

➀ 宿泊等が可能な滞在型観光の促進 ⇒ RV ﾊﾟｰｸ、ｺﾝﾃﾅﾎﾃﾙ 等 

➁ 大 規 模 ｽﾎﾟｰﾂ施 設 や ｱｰﾊﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ場 ⇒ BMX などができるｱｰﾊﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ場 等 

➂ 日々の健康づくり・交流づくりの場 ⇒ 遊歩道、健康遊具を備えた公園、多世代交流を促す多目的交流施設 等 

 産業・物流 

➀ 雇用促進、物流効率化の進展に資する拠点 ⇒ 大型物流施設、物流倉庫、大規模小売店舗、共同輸配送拠点施設 等  

➁ ﾄ ﾗ ｯ ｸ ﾄ ﾞ ﾗ ｲ ﾊ ﾞ ｰの 休 憩 ・ 中 継 場 所 ⇒ ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの休憩施設・中継輸送拠点（道の駅など） 等 

➂ 新しい技術を盛り込んだ物流施策の推進 ⇒ ﾄﾞﾛｰﾝの配送拠点施設、ﾀﾞﾌﾞﾙ連結ﾄﾗｯｸの切り替え基地 等  

防   災 

 ➀ 広 域 的 な 災 害 の 支 援 ・ 受 援 拠 点 ⇒ 防災ｾﾝﾀｰ、医療関係施設 等 

➁ 関ケ原方面の雪害時における一時避難所 ⇒ 大規模駐車場（道の駅など） 等 

➂ 地 域 防 災 活 動 拠 点 ⇒ 地域交流ｾﾝﾀｰ、芝生広場 等 

 
 

民間事業者進出意向等調査（様々な分野から選定した事業者）       回答数：40社 

・本地区への進出について、「商業」・「交通」関係の事業者から強い意向があった。 

・「工業」関係の事業者からは、進出における一定の関心度が示された。  

バス事業者ニーズ調査（東海・北陸・関西地方のバス協会会員事業者）    回答数：38 社 

・大垣西 IC 周辺の観光・休憩機能を備えた施設整備ニーズが高い。 

・収穫体験農園などの観光施設ニーズが高い。 

物流トラック事業者ニーズ調査（東海・北陸・関西地方のトラック協会会員事業者） 回答数：80社 

・大垣西 IC 周辺の休憩・情報機能を備えた施設整備ニーズが高い。 

・関ケ原方面の雪害の影響から、一時待機できる駐車場や情報提供機能が重要。 

地元住民ニーズ調査（宇留生連合、荒崎連合、静里連合の各自治会長）   回答数：46人 

・「地域振興・観光（道の駅等）」をはじめ、「防災（防災センター等）」、「商業（複合商業施設等）」、「公

園」に関する土地利用ニーズが高い。 
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５ 道の駅の適地性 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

６ 土地利用構想 

⑴ 3 つの土地利用ゾーンとアプローチ 

  本地区において軸となる土地利用を、道の駅を核とした「集客」、「産業誘導」、「多

目的交流」の 3つに分類し、土地利用ゾーンとして設定しました。また、土地利用と

してアプローチする対象を「大垣市」、「西美濃」、「全国」の 3つに分類し、それぞれ

に対し様々な価値を高めることを目指します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本地区は、東海環状自動車道をは

じめとする幹線道路が集まるほか、

東海道本線が通り、ＪＲ荒尾駅が近

傍に位置する交通結節点です。 

また、広域的な観点から、東海環

状自動車道及び岐大バイパス（国道

21号）のほぼ西端に位置すること等

を踏まえると、岐阜県のみならず中

京圏における西のゲートウェイと

しての拠点性が高く、「道の駅」を整

備することでその役割を果たすこ

とが期待されます。 

JR 荒尾駅 

 
（6～8 車線化） 

大垣西 IC 

 
｢道の駅」を核として、本市の魅力を発信し、集客による地域経済の活性化とにぎわ 

いの空間を創造する 
 

インターチェンジ周辺という立地特性を生かし、物流拠点、物流産業の誘導を図る 
 

様々な世代の交流と健康増進を目的として集客ゾーンと連携し、地域交流と防災機 

能の強化を図る 

集 客ゾーン 

・災害対応力向上（一時避難、物資輸送等） 

・物流課題解決促進（中継場所創出等） 

・脱炭素化推進（各種再エネ活用等） 

・各観光地への来客数増加 

・各地域の農業産出額増加 

・災害対応力向上（一時避難、物資輸送等） 

大垣西インターチェンジ周辺 

ぎ
ふ
西
美
濃
の  

 

ゾーン 

全  国 

西 美 濃 

・来訪者（観光者等）の増加や地域消費額増加 ・農業産出額増加 

・産業誘導による雇用者や税収入の増加    ・地域コミュニティの活発化、健康の増進 

・地域ブランド力の向上・醸成        ・  

大 垣 市 
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⑵ 導入機能と想定施設 

本地区において特に重要な役割を果たす導入機能を次のとおり整理し、各機能の導

入が考えられる施設を想定しました。 

また、機能・施設と土地利用ゾーンの関係について整理しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ コンセプトを実現する土地利用方針 

前項でとりまとめた導入機能を 3つの土地利用方針として分類し、設定。当方針を

もとに各導入機能を効果的に発揮させ、土地利用コンセプトの実現を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 導 入 機 能 想定する主な施設 

土地利用ゾーンと 

導入機能の関係 

集   客 産 業 誘 導 多 目 的 交 流 

1 休 憩 機 能 道の駅 など ○   

2 情 報 発 信 機 能 道の駅 など ○     

3 地 域 連 携 機 能 道の駅、民間商業施設 など ○   

4 物 流 拠 点 機 能 物流施設、中継輸送拠点 など  ○  

5 観光ゲートウェイ

機 能 
道の駅 など ○   

6 交 通 結 節 点 機 能 道の駅 など ○   

7 農 業 振 興 機 能 観光農園、生産農園 など ○ ○ ○ 

8 防災・再エネ機能 道の駅、都市公園 など ○ ○ ○ 

9 健 康 増 進 機 能 都市公園、スポーツ施設 など   ○ 

 

  ぎ ふ 西 美 濃 の 新 た な ゲ ー ト ウ ェ イ 

「道の駅」を核とした 
「地域価値」の向上 

１休 憩 機 能 
２情報発信機能 
３地域連携機能 大規模駐車場 情報提供施設 農産物直売所 

★「道の駅」を核とした施設整備により、西美濃地域を代表するゲートウェイとして 

の役割を最大限に発揮し、地域価値を向上させ、「地方創生」「持続可能」な都市 

の実現に向けた土地利用を目指す。 

整備 
方針 

「地方創生」を加速する 

１物流拠点機能 
２観光ゲートウェイ機能 
３交通結節点機能 

 

観光ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ 路線バスの停車所 

※画像は、各機能の一例を示したものです。 

１農業振興機能 
２防災・再エネ機能 
３健康増進機能 

収穫体験農園 

子どもの遊び場  

「持続可能」なまちを形成する 

土
地
利
用
方
針
１ 

土
地
利
用
方
針
２ 

土
地
利
用
方
針
３ 


